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県外派遣審判員 報告書 
 

 審判員名  山﨑 敬次郎 

所属名  
勤務先名 

 所 属 名：千葉県クラブバスケットボール連盟 
 勤務先名：（株）富士通ラーニングメディア 

 大会名  平成19年度 第34回全日本クラブバスケットボール選手権大会 

 期 間  2008年3月７日（金）～10日（月） 

 会 場  香川県高松市 体育館名：高松市総合体育館，香川県立体育館，香川総合体育館 

スケジュール 

期日 内容 場所 

10：30～11：45 移動 （羽田空港→高松空港） 

14：30～17：30 日本クラブ連盟主催審判研修会 高松市総合体育館審判控室 3月7日（金） 

19：00～ 研修生/自費審判員顔合わせ懇親会 高松市内 

9：30～10：30 審判会議 高松国際ホテル 

10：30～17：00 競技1日目 香川県立体育館 3月8日（土） 

18：00～ レセプション・審判部懇親会 高松国際ホテル 

3月9日（日） 9：30～18：00 競技2日目 高松市総合体育館 

9：30～16：30 競技3日目 高松市総合体育館 

18：45～20：00 移動 （高松空港→羽田空港） 3月10日（月） 

20：00 解散  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

審判会議 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
1，小澤委員長より 
  小澤審判委員長より翌日からの競技開始にあたり，召集された審判員として期待してい
ることなどをご挨拶いただいた。 
・今まで積み上げてきたものを出して欲しい。 
・ブロックの代表としての自覚を持って望んで欲しい。 
・何かひとつでもこの経験を持ち帰って地元の審判員に伝えて欲しい。 
 
 
2，平成19年度A級昇格審判員講話 
中島淳氏（広島），小島慶子氏（香川）より上級になるための取り組み，1年間を通して
感じたこと，今後の目標についてお話いただいた。中四国ブロックにも若い上級審判員がたく
さんいること，目標意識の高さを感じた。 
 
中島淳氏＜広島＞ 
・クラブでは仕事面での制約があるかもしれないが，仕事，家庭を含めて，審判活動がやり
やすい環境をつくることが大切であると思う。 
・ゲーム中での疑問点は常にルールブックで確認するように心がけた。 
・必死でトライしているときこそ良い判定ができていたように感じた。試合中は悩まずに吹き
通せることも大切な要素ではないかと感じている。 
・上級になって，目配り，気配りの大切さが必要だと感じている。 
 
小島慶子氏（香川） 
・自分の意思をはっきりと表示すること，自分らしさを持つことを常に意識して審判活動に取
り組んできた。 
・いろいろなゲームを担当する機会があるが，どのような状況でも常に平常心を保つように心
がけることが必要だと思っている。また，常にコーチ，プレイヤーと同じラインで判定するように
意識している。このことが審判の信頼にもつながると思う。 
・今後はどのような試合でも必要とされる審判員なれるよう頑張っていきたい。 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
審判会議 

 
3，グループミーティング 
   「上級になるために何が必要か」「選手，コーチとの関わり方」についてグループごとに討議
を行った。それぞれ各グループで意見を出し合い，発表する形式で意見を交換した。各グ
ループの意見として下記のようなことが挙げられた。 
 
 (1)「上級になるために何が必要か」 
・精神的に強くなること 
・色々なチャンネルを持つこと 
・判定力，プレイヤー，ベンチ，T．Oの管理ができること 
・マニュアルの徹底，表現力，個性，強さを出せること 
・ゲームコントロールができること 
・信頼される判定，人間性をもっていること 
・自分の思いを出し切ることができること 
 
(2)「選手，コーチとの関わりについて」 
・レフェリーとして毅然とした態度で取り組む 
・様々な場面で臨機応変に対応する 
・アピールに対して何らかの反応を行う。 
 
 
4，大会に向けての心構え，基本技術，マニュアル等の講義 （中嶽希美子氏） 
   中嶽副委員長より競技運営上の諸注意，意識して欲しいことなどについてお話をいただ
いた。日頃千葉県内で言われていることが多くあったが，日頃からマニュアルの実践など，当
たり前のことを意識して行うことが大切であると感じた。 

 
(1)総論 
・我々は今大会を成功させるために全国から召集された審判員である。各ブロックから推薦
されて集まっているので自信を持って欲しい。 
・力は出そうと思って出すものではなく，力があれば自然と出てくるものであると思う。自身の
コンディションが悪くても判定できる力を養って欲しい。 
・自分の最低レベル，ラインを上げていくことが大切である。 
・チームを尊敬する気持ちを忘れないこと（選手も頑張っている） 
 
(2)ゲームに関して 
・スムーズなゲーム運営を心がけること。 
・周りから信頼されるプレゼンテーションをすること。 
・ファウル→ダッシュ→ストップ→レポート→ダッシュ 
・ブラインドコールをしない（見えていたものだけを判定すること） 
 

審判割当試合 

 
3月8日（土） 
 【女子1回戦】 副審                    相手審判員名 
      ブルー・ガディス   VS  福岡クラブ      枡岡 直久（東海・研修生） 
       （東北1位）         （九州4位） 
 
3月9日（日） 
 【男子2回戦】 副審                    相手審判員名 
      Golden age     VS  鶴田クラブ      兼島 幸次（九州） 
      （近畿4位）         （東北2位） 
 

 
ミーティング内容／審判技術・判定基準等に関すること 
 
3月8日（土）  審判主任：水原 規恵氏（本部） 
  ・1ゲームを通して，2人で協力して全体的によくゲームをまとめて進行できていた。 
  ・質の悪いプレイを早めに感じ取り判定したことで，プレイヤーにきれいなバスケットをさせることにつながった。 
  ・笛が弱いように感じられる。笛の大きさ，強さを出すように工夫して欲しい。 
 
 3月9日（日）  審判主任：谷地 温氏 （本部） 
・全体的にはまとまっていたが，リードの位置取りに工夫が必要。プレイから離れすぎているケースがある。 
・見えないプレイ，悪い位置からの判定が2つあった。良い位置から判定する努力を絶えずして欲しい。位置が
悪い場合には吹くのを我慢することも必要である。 
・笛に力強さがあると良い。 




